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mol/βから10~lmol/βの領域にわたって, 1:1の比率を中心 とした領域で生 じる｡
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6･ 最大振幅 hmaxと最大振動 (回転)数 a,maxの濃度積 cACB依存性
図7(a)に最大振幅とCACBの関係を, (b)に鮎 axとCACBとの関係を図示するohm｡xは領域
Dを除いてCACBに依存せずほぼ一定であるo (b)にa,maxとCACBの間の関係を示すが lnCAC,
∝2a,maxの関係でほぼ連続的に連なっている｡図8にこの振幅と回転数 (a,m｡xとhm｡x) との
間の関係を各領域について図示する｡pulse状波形のB領域ではhm｡xが大きいほどa, が小max
さい｡ 一方antipulse状のC領域では逆の関係がみられる｡またカオス的なD領域では振幅
はほぼ一定で回転速度 (a,max)はあまりhm｡xと相関がないように思われる｡
§4 まとめ
化学反応を伴なった散逸系でのsoliton状運動の性質について簡単に紹介した｡このよう
な化学反応を伴なった界面運動が空間的に非線形波動を誘起 し,それがsoliton的な挙動 を
することを報告した｡ またkink,anti-kink等の双対の波形を生成することも兄い出された｡
さらにsoliton状運動は散逸度の大きい領域 (D領域)ではカオス的な運動をすることも観
測された｡これはsolitonが多数かつランダムに発生するようになったものと考えられ,多
次元カオスの例と思われる｡ 定量的かつ詳明な研究は現在進行中である｡
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